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目的　最近の健康な中高齢者は、社会の変動に対して敏感に反応し、ライフスタイルも大

きく変化している。特に。生涯学習やボランティア活動等も盛んであり、趣味も幅広く。

ファッションに対しても関心は高い。しかし、未だ市場は若者中心であり、中高齢者が望

む衣料品は求めにくい状態である。そこで、やがて訪れる超高齢社会における中高齢者の

衣生活改善の基本資料とするために、前報に引き続き消費者意識を探ることとした。

方法　調査は、40才以上の男女中高齢者を対象に衣生活の実態とその意識調査を行った。

主として、大学・短期大学在学生の家族や親戚及び知人等に依頼した。時期は1996年1月と

7月の2回で、内容は冬期・夏期の衣服についてである。質問項目は、日常着・晴着・寝衣

等のデザインや色彩及び素材等を、年代別・性別等により比較検討した。

結果　調査対象者の居住形態は、二世代同居が60％内外と多く、次いで三世代同居、夫婦

のみ、独居という順であった。趣味については約85％の者が持っていると答え、生活を楽

しんでいるものと思われる。日常着は。男女とも洋服が定着しており、女性のボトムはパ

ンツやジーパン等ズボン形式の利用が70％で、スカートの利用は少ない。　トップは、男女

共各世代でT シャツを気軽に着用しているが｡70 代以上では、下着という固定観念をぬぐ

い去ることは難しいようである。既製服は、豊富な完成品の中から自由に選び入手できる

気軽さが多くの利用につながっている。ファッションについての関心は比較的高く、トー

タルコーディネイトが考慮されているという結果であった。
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＜目 的 ＞　 近 年、 中高 年 齢 層の 人口 増 加 にし たがい 、衣 服 に対 する意 識 が旧来 と は異 なっ

て き た。 そこ で、 中高 年 め 衣服 に 関 する 情報 を学会 誌、 そ の他で 収 集し、 体 系化 を進 め る

と とも に 、衣 生 活､に 関 す る意 識 調 査を 実 施し 、中高 齢世 代 の衣服 に 対 する関 心を 多角 的 に

把 握 する こ とを 試み た。 さ ら に、 消 費者 意 識の みでなく 提 供 する 側の アパレ ル 企業 にお け

る 対 応に つい て は、 業 界紙 な ど に掲 載さ れ るサイ ズ展 開や中 高 年を タ ーゲット と する市 場

戦 略 など に 過ぎ ない た め、 い､く つ か の 企業 を訪 ね、聞 き取 り調 査を 行っ たの で報 告 する 。

＜ 方 法＞　 調 査 は、 婦人 子 供 既 製服メ ーカ ーを中 心にし て 全国的 に行っ た。 ま ず、服 種 を

ブ ラ ウ ス、 スカ ート ま たは パ ン ツにし ぼ り 、それ らにつ い てど のブ ラ ンド の 製品 か 、 また

、素 材 、デ ザイ ン（ 色 、柄 、 フ ォ ーム ）、 サイ ズおよ び価 格 など につ いて の中 高齢 世代 の

衣服 を 念頭 にお い た衣 服の 企 画・ 設 計 のあ り方 などに 対 する回 答 を 得゚ る こ とがで きた。 調

査対 象 及び 時期 は 、秋 、冬 物 衣 服（ 平 成８ 年７ 月）、 春、 夏物 衣 服（ 平成８ 年1    2 月 ） で

あ る 。 ま た、対 象 企業 は、 東 京 地区1    3 社 、 岡山 、広島 地 区９ 社 、岐 阜地区 ５ 社であ る 。

＜ 結果 ＞　 各企業 から 回 答さ れ たブ ラ ンド の総数 は385 で あ っ たが 。中 高齢 世代 の みを 意

識し て 企画設 計し て い るブ ラ ンド は 非常 に 少なか っ た。 衣 服に 対 する 消費 者側 から の要 望

は 、中 高 齢 者であ っ て も個 人的 な嗜好 が強 く、そ の大 部分 が若 々し さ を望 み、 ま た流行 の

影響 も 大きい 。 ま た企業 側 に とっ て も夢 を売 るフ ァッ ショ ンで なけ れ ば、商 品 として の 価

値 は 薄い 。し かし 、 全般 的 に 加 齢に よ る体型 の変 化に は注目 し て おり 、さら に 企業 の中 に

は 、 動作 機 能、 素材 、流 行 及び クレ ーディ ンクな どに 独白 の発 想を も つも のがあ っ た。
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